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を援用して考察を行う。最後に第 8 章では、第 3 章から第 7 章までで明らかになった成果をまと












































また第 8章第 1節第 1項において、BtoB企業のコーポレート・コミュニケーションの先行研究










平成 29 年 1 月 25 日に開催された本審査の口頭試問では、北海道大学メディア・コミュニケー
ション研究院国際広報分野から宮部潤一郎研究員を新たに外部副査としてお越しいただいた。宮
部氏は広報学会常任理事で学会誌委員会委員長を兼務されている。 














も、BtoB と BtoC の違いに迫るのではないか、とも指摘された。宮部委員からの指摘は、いずれ
も今後の研究に資するものであった。 
 
最後に、山崎氏の提出論文についての審議が慎重に行われた。5 人の委員はいずれも、山崎氏
の論文は若干の問題はあるものの、これまで光の当たらなかったところに光を当てた研究であり、
文献が少ない中、丁寧な研究で仮説の正しさを追認していることは、博士論文の学位を授与する
に値する研究である、ということで意見の一致を見た。 
  
